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附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、コンパルホール条例（昭和６０年大分市条例第３１号。

以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（使用許可の申請） 

第２条 コンパルホールの施設（条例第５条に規定する使用料を徴収する施設



（駐車場を除く。）に限る。）を使用しようとする者（以下「申請者」とい

う。）は、コンパルホール使用許可申請書（様式第１号）を市長に提出しな

ければならない。 

２ 申請者は、許可された事項を変更するときは、コンパルホール使用変更許

可申請書（様式第２号）を市長に提出しなければならない。 

３ 第１項の申請は、使用しようとする日の属する月前６月以内に限るものと

する。ただし、市長が特に必要と認めるときは、この限りでない。 

（平５規則５１・平１０規則１３・平２２規則３８・平２３規則４・

一部改正） 

（使用の許可） 

第３条 市長は、前条第１項及び第２項の申請者に対し使用等の許可をしたと

きは、コンパルホール使用許可書（様式第３号）を申請のあった日から１０

日以内に交付するものとする。 

（平５規則５１・平１０規則１３・一部改正） 

（連続使用の制限） 

第４条 コンパルホールの施設（以下「施設」という。）を連続して使用でき

る期間は、次のとおりとする。ただし、市長が特に必要と認めるときは、こ

の限りでない。 

区分 期間 



文化ホール（ホワイエ、楽屋つき） ５日 

ホワイエ ５日 

多目的ホール ７日 

市民ギャラリー １５日 

マルチスポット ３０日 

子どもギャラリー ３０日 

その他の施設 ３日 

（平５規則５１・平１０規則１３・平２２規則３８・一部改正） 

（許可書の提示） 

第５条 第３条の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、施設を使用

しようとするときは、同条の許可書を職員に提示しなければならない。 

（平１４規則３１・一部改正） 

（電子情報処理組織による手続の特例） 

第５条の２ 電子情報処理組織を用いて施設の使用等の許可をする場合にあっ

ては、次に掲げる手続については、これを省略することができる。 

(1) 第２条第１項及び第２項の規定による申請書の提出 

(2) 第３条の規定による許可書の交付 

２ 前項第２号の規定に基づき許可書の交付を省略した場合にあっては、前条

の規定による許可書の提示については、職員の使用者に対する確認をもって

これに代えるものとする。 



（平１４規則３１・追加） 

（電子情報処理組織による使用料の納付日） 

第６条 条例第５条第２項ただし書に規定する規則で定める日は、施設の使用

の許可を受けた日の属する月の翌月の末日までの日であって、市長が別に定

める日とする。 

（平１４規則３１・追加、平１６規則１０・平２０規則６・平２８規

則９・令７規則３・一部改正） 

（設備器具の使用料） 

第６条の２ 条例第５条第４項の規定により規則で定める設備器具の使用料は

別表のとおりとする。 

２ 前項の使用料は、使用許可の際納付しなければならない。ただし、電子情

報処理組織を用いて使用許可を受けた場合の当該使用料は、前条で定める日

までに納付しなければならない。 

３ 前項の規定にかかわらず、市長が特に必要と認めるときは、同項の規定に

よる使用料の納付の時期を変更することができる。 

（平５規則５１・平１０規則１３・一部改正、平１４規則３１・旧第

６条繰下・一部改正、令７規則３・一部改正） 

（使用料の還付） 

第７条 条例第７条ただし書の規定により使用料を還付することができる場合

及びその額は、次のとおりとする。 



(1) 天災地変及び条例第１１条の規定により使用の許可を取り消したとき

その他使用者の責に帰すことができない理由により使用できなくなったと

き。全額 

(2) 使用者が使用期日前７日（文化ホール及び多目的ホールについては３０

日）までに使用の取消しを申し出て市長が相当の理由があると認めたとき。

半額 

２ 使用者は、前項の規定により使用料の還付を受けようとするときは、コン

パルホール使用料還付申請書（様式第４号）を市長に提出しなければならな

い。 

（平５規則５１・平１０規則１３・一部改正） 

（使用者及び入場者の遵守事項） 

第８条 コンパルホールの使用者及び入場者は、次の事項を守らなければなら

ない。 

(1) 危険物又は動物（身体障害者補助犬法（平成１４年法律第４９号）第２

条第１項に規定する身体障害者補助犬を除く。）を持ち込まないこと。 

(2) 所定の場所以外で飲食し、喫煙し、又は火気を使用しないこと。 

(3) 館内を不潔にしないこと。 

(4) 許可なくして物品の販売又はこれに類する行為をしないこと。 

(5) 許可なくして壁、柱、扉等に貼り紙をし、又は立て看板等を取り付けな

いこと。 



(6) その他職員の指示する事項 

２ 使用者は、前項に規定することのほか次の事項を守らなければならない。 

(1) 収容人員は、当該施設の所定人員を超えないこと。 

(2) 火災、盗難、人身事故その他の事故防止に努めること。 

(3) 入場者に前項に規定する事項を遵守させること。 

（平１４規則６１・令７規則３・一部改正） 

（毀損滅失届） 

第９条 使用者及び入場者は、建物、設備及び器具等を毀損し、又は滅失した

ときは、直ちに毀損（滅失）届（様式第５号）により市長に届け出なければ

ならない。 

（平５規則５１・平１０規則１３・平２２規則３８・令７規則３・一

部改正） 

（使用後の点検） 

第１０条 使用者は施設及び設備器具の使用が終ったときは、直ちに職員の点

検を受けなければならない。 

（開館時間） 

第１１条 コンパルホールの開館時間は、午前８時３０分から午後１０時まで

とする。 

２ 前項の規定にかかわらず市長が特に必要と認めるときは、これを変更する

ことができる。 



（平５規則５１・平８規則１７・平１０規則１３・平２２規則３８・

一部改正） 

第１１条の２ コンパルホールの駐車場のうち屋外駐車場については、前条の

規定にかかわらず、開館時間を午前０時から午後１２時までとする。ただし、

市長が特に必要と認めるときは、これを変更することができる。 

（平２２規則３８・追加） 

（休館日） 

第１２条 コンパルホールの休館日は、次のとおりとする。ただし、市長が特

に必要と認めるときは、休館日を変更し、又は臨時に休館日を定めることが

できる。 

(1) 毎月の第２月曜日。ただし、その日が休日（国民の祝日に関する法律（昭

和２３年法律第１７８号）に規定する休日をいう。以下同じ。）に当たる

ときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日とする。 

(2) １２月２８日から翌年１月３日まで 

（平元規則１２・平５規則５１・平８規則１７・平１０規則１３・平

１９規則５・平２２規則３８・一部改正） 

第１２条の２ コンパルホールの駐車場のうち屋外駐車場については、前条の

規定にかかわらず休館日を設けないものとする。 

（平７規則６１・追加、平８規則１７・一部改正） 

第２章 削除 



（平２９規則３４） 

第１３条から第１５条まで 削除 

（平２９規則３４） 

第３章 女性活動室 

（平８規則１７・旧第４章繰上、平２２規則３８・改称） 

（事業） 

第１６条 女性活動室は、次の事業を行う。 

(1) 女性の教養の向上に関すること。 

(2) レクリエーション、クラブ活動その他余暇に行われる活動のための便宜

の供与並びに必要な助言及び指導に関すること。 

（平８規則１７・旧第２５条繰上、平２２規則３８・一部改正） 

（女性活動室を使用できる者の範囲） 

第１７条 女性活動室を使用できる者は、本市に住所又は勤務先を有する女性

とする。ただし、市長が適当と認める者については、この限りでない。 

（平５規則５１・一部改正、平８規則１７・旧第２６条繰上、平１０

規則１３・平２２規則３８・一部改正） 

（女性活動室の使用許可） 

第１８条 女性活動室を使用しようとする者は、女性活動室使用申込簿に所定

の事項を記入し、市長の許可を受けなければならない。 

（平５規則５１・一部改正、平８規則１７・旧第２７条繰上、平１０



規則１３・平２２規則３８・一部改正） 

第４章 市民体育館 

（平８規則１７・旧第５章繰上） 

（事業） 

第１９条 市民体育館は、次の事業を行う。 

(1) スポーツ並びにレクリエーション活動の指導及び普及に関すること。 

(2) スポーツ及びレクリエーション活動のための施設を提供すること。 

（平８規則１７・旧第２８条繰上） 

（個人使用の手続） 

第２０条 個人が市民体育館を使用するときは、市民体育館個人使用券又は市

民体育館使用回数券（様式第６号）の交付を受けることによって、第２条第

１項及び第３条の手続きに代えることができる。 

（平５規則５１・一部改正、平８規則１７・旧第２９条繰上・一部改

正、平２２規則３８・一部改正） 

（照明施設の使用手続） 

第２１条 市民体育館の照明施設の使用許可（個人使用の場合を除く。）は、

第２条第１項及び第３条の規定にかかわらず、市民体育館照明施設使用券の

交付により行うことができる。 

（平元規則１２・追加、平５規則５１・一部改正、平８規則１７・旧

第３０条繰上・一部改正、平２２規則３８・一部改正） 



第４章の２ 団体活動室 

（平２２規則３８・追加） 

（団体活動室を使用できる者の範囲） 

第２１条の２ 団体活動室を使用できる者は、本市又は由布市の市民団体、グ

ループ等（以下「団体」という。）のうち公益性の高い活動を行っている団

体であって、市長が適当と認めるものとする。 

（平２２規則３８・追加） 

（団体活動室の使用許可） 

第２１条の３ 団体活動室を使用しようとする団体の代表者は、団体活動室使

用申込簿に所定の事項を記入し、市長の許可を受けなければならない。 

（平２２規則３８・追加） 

第４章の３ 老人憩い室 

（平２２規則３８・追加） 

（事業） 

第２１条の４ 老人憩い室は、次の事業を行う。 

(1) 老人福祉の向上に関すること。 

(2) レクリエーション、クラブ活動その他余暇に行われる活動のための便宜

の供与並びに必要な助言及び指導に関すること。 

（平２２規則３８・追加） 

（老人憩い室を使用できる者の範囲） 



第２１条の５ 老人憩い室を使用できる者は、本市に住所を有する６０歳以上

の者とする。ただし、市長が適当と認める者については、この限りでない。 

（平２２規則３８・追加） 

（老人憩い室の使用許可） 

第２１条の６ 老人憩い室を使用しようとする者は、老人憩い室使用申込簿に

所定の事項を記入し、市長の許可を受けなければならない。 

（平２２規則３８・追加） 

第５章 駐車場 

（平８規則１７・旧第６章繰上） 

（駐車場の使用） 

第２２条 駐車場を使用しようとする者は、入庫の際駐車券（様式第７号）の

交付を受け、出庫の際これを返納するものとする。 

２ 駐車券の交付をもって使用許可書の交付に代えるものとする。 

３ 駐車券を亡失し、又は破損したときは、その再交付を受けるものとする。 

（平元規則１２・旧第３０条繰下・一部改正、平５規則５１・一部改

正、平８規則１７・旧第３１条繰上・一部改正、平２２規則３８・一

部改正） 

第５章の２ 指定管理者 

（平２２規則３８・追加） 

（公告） 



第２２条の２ 市長は、条例第１５条第１項の規定によりコンパルホールの管

理を行わせるため、法人その他の団体（以下「法人等」という。）を指定し

ようとするときは、あらかじめ次に掲げる事項を公告する。 

(1) 管理を行わせる施設の名称及び所在地 

(2) 指定管理者（条例第１５条第１項の規定により市長が指定する者をいう。

以下同じ。）が行う管理の基準及び業務の範囲 

(3) 指定管理者の指定の予定期間（以下「指定予定期間」という。） 

(4) 条例第１５条第３項の規定による申請（以下「指定申請」という。）の

方法 

(5) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（平２２規則３８・追加） 

（指定申請） 

第２２条の３ 指定申請は、市長が定める期間内に行わなければならない。 

２ 条例第１５条第４項の申請書は、コンパルホール指定管理者指定申請書（様

式第８号）とする。 

３ 条例第１５条第４項の事業計画書その他市長が必要と認める書類は、次に

掲げるとおりとする。 

(1) 指定予定期間に属する各年度のコンパルホールの管理に係る事業計画

書及び収支予算書 

(2) 定款又は寄附行為及び登記事項証明書（法人以外の団体にあっては、こ



れらに相当する書類） 

(3) 指定申請の日の属する事業年度の前事業年度における法人等の財産目

録及び貸借対照表（指定申請の日の属する事業年度に設立された法人等に

あっては、その設立時における財産目録） 

(4) 指定申請の日の属する事業年度及び当該事業年度の翌事業年度におけ

る法人等の事業計画書及び収支予算書 

(5) 法人等の組織及び運営に関する事項を記載した書類 

(6) 法人等が現に行っている業務の概要を記載した書類 

(7) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（平２２規則３８・追加） 

（指定管理予定者） 

第２２条の４ 市長は、指定申請をした法人等のうち、条例第１５条第１項各

号に規定する要件を満たし、かつ、条例第１条に規定する設置の目的を達成

する上で最も適切と認める者を指定管理者の予定者とする。 

２ 市長は、前条第１項に規定する市長が定める期間内に指定申請をした法人

等がないとき、又は前項の指定管理者の予定者がないときは、再度、第２２

条の２の規定による公告を行うことができる。 

（平２２規則３８・追加） 

（通知） 

第２２条の５ 市長は、条例第１５条第１項の規定による指定をしたときは、



その旨を指定された法人等に通知する。 

（平２２規則３８・追加） 

（協定） 

第２２条の６ 市長は、コンパルホールの管理上必要な事項に関し、指定管理

者と協定を締結するものとする。 

（平２２規則３８・追加） 

（指定管理者に関する読替え等） 

第２２条の７ 条例第１５条第１項の規定により指定管理者にコンパルホール

の管理を行わせる場合（以下単に「管理を行わせる場合」という。）におけ

る第２条、第３条、第４条ただし書、第６条、第６条の２、第９条、第１１

条第２項、第１１条の２ただし書、第１２条ただし書、第１８条、第２１条

の３及び第２１条の６の規定の適用については、次の表の左欄に掲げる規定

中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句に読み替え

るものとする。 

読み替える規定 読み替えられる字句 読み替える字句 

第２条第１項 条例第５条に規定する使用

料 

条例第２０条第２項の規定

により読み替えて適用され

る条例第５条に規定する利

用料金（条例第２０条第１



項に規定する利用料金をい

う。以下同じ。） 

市長 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者 

第２条第２項 市長 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者 

第２条第３項ただし書 市長が特に必要と認める 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者が特に必要

と認める場合において市長

の承認を得た 

第３条 市長 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者 

第４条ただし書 市長が特に必要と認める 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者が特に必要

と認める場合において市長

の承認を得た 

第６条の見出し 使用料 利用料金 

第６条 条例第５条第２項 条例第２０条第２項の規定

により読み替えて適用され



る条例第５条第２項 

第６条の２の見出し 使用料 利用料金 

第６条の２第１項 条例第５条第４項 条例第２０条第２項の規定

により読み替えて適用され

る条例第５条第４項 

使用料 利用料金 

別表のとおり 別表に定める額の範囲内

で、市長の承認を得て、条

例第１５条第１項に規定す

る指定管理者が定める額 

第６条の２第２項 使用料 利用料金 

第６条の２第２項ただ

し書 

当該使用料 当該利用料金 

第６条の２第３項 市長が特に必要と認める 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者が特に必要

と認める場合において市長

の承認を得た 

使用料 利用料金 

第９条 市長 条例第１５条第１項に規定



する指定管理者 

第１１条第２項、第１

１条の２ただし書及び

第１２条ただし書 

市長が特に必要と認める 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者が特に必要

と認める場合において市長

の承認を得た 

第１８条、第２１条の

３及び第２１条の６ 

市長 条例第１５条第１項に規定

する指定管理者 

２ 管理を行わせる場合においては、第７条の規定は適用しない。 

３ 管理を行わせる場合においては、指定管理者は、市長の承認を得て、この

規則に定める様式に所要の変更を加えて使用することができる。 

（平２２規則３８・追加・一部改正、平２９規則３４・一部改正） 

第６章 雑則 

（平８規則１７・旧第７章繰上） 

（使用料を徴収しない施設の使用等） 

第２２条の８ 第３章、第４章の２及び第４章の３に定めるもののほか、使用

料を徴収しない施設の使用等については、市長が別に定める。 

（平２２規則３８・追加・一部改正、平２９規則３４・一部改正） 

（委任） 

第２３条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。 

（平元規則１２・旧第３１条繰下、平８規則１７・旧第３２条繰上） 



附 則 

この規則は、昭和６１年６月７日から施行する。 

附 則（昭和６３年規則第２５号） 

１ この規則は、昭和６４年１月４日（以下「施行日」という。）から施行す

る。 

２ この規則による改正後のコンパルホール条例施行規則の規定は、施行日以

後の使用許可に係る使用料から適用し、施行日前の使用許可に係る使用料に

ついては、なお従前の例による。 

附 則（平成元年規則第１２号） 

この規則は、平成元年４月１日から施行する。ただし、第１２条第１項の改

正規定は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年規則第２号） 

１ この規則は、平成４年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後のコンパルホール条例施行規則別表の規定にかかわ

らず、この規則の施行の日（以下「施行日」という。）前に施行日以後のコ

ンパルホールの設備器具の使用について許可を受け、当該使用に係る使用料

を納付している者の使用料については、なお従前の例による。 

附 則（平成４年規則第１５号） 

この規則は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成５年規則第５１号） 



（施行期日） 

１ この規則は、平成５年４月１日から施行する。 

（大分市コンパルホール管理規則の廃止） 

２ 大分市コンパルホール管理規則（昭和６１年大分市規則第５号）は、廃止

する。 

（経過措置） 

３ この規則の施行前に改正前のコンパルホール条例施行規則の規定によりな

された使用許可、申請手続その他の行為は、改正後のコンパルホール条例施

行規則の規定によりなされた使用許可、申請手続その他の行為とみなす。 

附 則（平成６年規則第７号） 

１ この規則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 改正後のコンパルホール条例施行規則別表の規定は、この規則の施行の日

（以下「施行日」という。）以後に受理した使用許可の申請に係る使用料か

ら適用し、施行日前に受理した使用許可の申請に係る使用料については、な

お従前の例による。 

附 則（平成７年規則第６１号） 

この規則は、平成７年１２月２８日から施行する。 

附 則（平成８年規則第６号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成８年４月１日から施行する。 



（経過措置） 

２ この規則の施行前に改正前のコンパルホール条例施行規則様式第１号から

第３号までの規定に基づきなされた申請及び使用許可（この規則の施行の日

以後の使用に係るものに限る。）は、改正後のコンパルホール条例施行規則

様式第１号から第３号までの規定に基づきなされた申請及び使用許可とみな

す。 

附 則（平成８年規則第１７号） 

この規則は、平成８年７月１日から施行する。 

附 則（平成９年規則第６８号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成９年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の別表の規定は、この規則の施行の日以後の申請に係る使用料につ

いて適用し、同日前の申請に係る使用料については、なお従前の例による。 

附 則（平成１０年規則第１３号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成１０年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行前に改正前のコンパルホール条例施行規則の規定によりな

された使用許可、申請手続その他の行為は、改正後のコンパルホール条例施



行規則の規定によりなされた使用許可、申請手続その他の行為とみなす。 

附 則（平成１２年規則第８８号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の際改正前のコンパルホール条例施行規則様式第４号及び

様式第５号の規定による用紙で現に残存するものは、所要の修正を加え、な

お使用することができる。 

附 則（平成１４年規則第３号） 

この規則は、平成１４年２月１日から施行する。 

附 則（平成１４年規則第３１号） 

この規則は、平成１４年４月１日から施行する。 

附 則（平成１４年規則第６１号） 

この規則は、平成１４年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１６年規則第１０号） 

この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年規則第５号） 

この規則は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年規則第６号） 

この規則は、平成２０年４月１日から施行する。 



附 則（平成２２年規則第３８号） 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。ただし、第１条中第１１条の次に１

条を加える改正規定は平成２２年７月１日から、第２条の規定は、平成２３

年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の第４条の表ホワイエの項及び別表その他の部調理台の項の規定は、

平成２３年４月１日以後のコンパルホールの使用について適用する。 

附 則（平成２２年規則第５６号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２３年規則第４号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年規則第５号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２６年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後の別表の規定は、この規則の施行の日（以下「施行日」という。）

以後の申請に係る使用料（指定管理者が収入する利用料金を除く。以下この

項において同じ。）について適用し、施行日前の申請に係る使用料について

は、なお従前の例による。 



３ 施行日前に改正前の第２０条の規定により交付された市民体育館使用回数

券は、改正後の同条の規定により交付された市民体育館使用回数券とみなす。 

附 則（平成２８年規則第９号） 

この規則は、公布の日から施行し、改正後の大分市市民行政センター条例施

行規則第７条、大分市公民館に係る管理及び運営並びに市民協働の推進に関す

る規則第５条、コンパルホール条例施行規則第６条、平和市民公園能楽堂条例

施行規則第５条の３及び大分市都市公園条例施行規則第２条の５第２号の規定

にあっては平成２８年３月１日以後の申請に係る使用料、改正後の同規則第２

条の５第１号の規定にあっては平成２８年３月１日以後の使用に係る使用料に

ついて適用し、同日前の申請又は使用に係る使用料については、なお従前の例

による。 

附 則（平成２９年規則第３４号） 

この規則は、平成２９年４月１日から施行する。 

附 則（令和元年規則第３１号） 

（施行期日） 

１ この規則は、令和元年１０月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 第１条の規定による改正後のホルトホール大分条例施行規則別表の規定及

び第２条の規定による改正後のコンパルホール条例施行規則別表の規定は、

この規則の施行の日以後の申請に係る使用料（指定管理者が収入する利用料



金を除く。以下同じ。）について適用し、同日前の申請に係る使用料につい

ては、なお従前の例による。 

附 則（令和７年規則第３号） 

この規則は、令和７年２月１３日から施行する。 

別表（第６条の２関係） 

（令元規則３１・全改） 

設備器具使用料 

単位 円 

区分 器具の名称 種別等 単位 金額 

舞台設備 所作舞台  １枚 １７０

反響板  １回 ３，６３０

仮設花道  １式 １，２１０

金屏風  １双 ９６０

鳥の子屏風  〃 ６００

演壇（花台を含む。）  １式 ４８０

司会者台  １台 ２４０

平台  １枚 １７０

箱馬  １個 ３０

折りたたみ馬  〃 ６０



指揮台  １台 １７０

譜面台 文化ホール １個 ５０

めくり台  １台 １２０

蹴込み  １面 ５０

緋もうせん  １枚 ２４０

上敷  〃 ２４０

ステージマット バレエ用 〃 １，２１０

暗転幕  〃 ６００

バック幕  〃 ６００

ホリゾント幕  〃 ６００

バトン  １本 ２４０

照明器具 フットライト ４色 １列 ４８０

花道フットライト  〃 ２４０

第１ボーダーライト  〃 ７２０

第２ボーダーライト  〃 ７２０

アッパーホリゾントライト  〃 ９６０

ロアーホリゾントライト  〃 ７２０

センタースポットライト  １台 １，２１０

フロントサイドスポットラ １KW 〃 ２４０



イト 

シーリングスポットライト １KW 〃 ２４０

プロジェクタースポットラ

イト 

 〃 ３６０

ピンスポット  〃 １，２１０

移動用スポット ５００W 〃 １７０

移動用スポット ７５０W 〃 ２９０

移動用スポット １KW 〃 ３６０

移動用スポット １．５KW 〃 ５３０

移動用スポット ２KW 〃 ７１０

ストリップライト A １．３m １本 １７０

ストリップライト B ０．７m 〃 １２０

反響板ライト  １式 ７２０

天井スポットライト  １台 ３６０

エフェクトマシン  〃 ９６０

先玉レンズ  １個 １２０

エフェクト用種板  〃 １２０

ミラーボール  〃 ６００

スポットスタンド  １本 ６０



バンドア  １個 ６０

オベタ  １枚 ６０

DMXワイヤレス送受信機  １式 １，２１０

照明用回線 卓持込みの場

合 

〃 １，２１０

照明用回線 照明器具持込

みの場合 

１kw ２４０

分電盤電源供給口  １kw ２４０

音響装置 サブミキサー  １台 ６００

コンデンサーマイクロホン  １本 ６００

ダイナミックマイクロホン  〃 ２４０

ワイヤレスマイクロホン A 〃 ４８０

ワイヤレスマイクロホン B 〃 １，８１０

エレベーターマイクロホン  〃 ４８０

三点吊りマイクロホン装置 ステレオマイ

クロホン付き 

１式 １，２１０

オープンデッキ  １台 ６００

カセットテープレコーダー  〃 ６００

コンパクトディスク(CD)プ  〃 ６００



レーヤー 

ミニディスク(MD)プレー

ヤー 

 〃 ６００

デジタルオーディオテープ

プレーヤー 

 〃 ６００

カセットデッキ  〃 ６００

拡声装置 集会室 １式 ６００

拡声装置 多目的ホール 〃 １，２１０

拡声装置 文化ホール 〃 ３，６３０

拡声装置 体育館 〃 １，２１０

移動用拡声装置（マイク２

本付き） 

館内共通 １台 ６００

はね返りスピーカー  〃 ６００

マイクスタンド  １本 ６０

移動用調整卓  １台 １，２１０

マルチケーブル  １式 ５６０

エフェクター類（リバーブ、

イコライザー等） 

 １台 ６００

ダイレクトボックス  １個 ２４０



入力回路 器具持込みの

場合 

１回路 １２０

音響用回線 音響装置持込

みの場合 

１式 ２，４２０

映写設備 ３５mm映写機  〃 ７，２６０

スライド映写機  〃 １，２１０

オーバーヘッドプロジェク

ター 

 〃 １，２１０

液晶プロジェクター 移動用 〃 １，２１０

映写スクリーン 文化ホール 〃 １，２１０

移動用スクリーン  〃 ２４０

電源延長ケーブル  １本 １２０

クリヤーカム  １台 ２４０

デジタルビデオディスク

(DVD)プレーヤー 

 〃 ６００

映写機用電源供給口 映写機持込み

の場合 

〃 ６００

その他 グランドピアノ A 〃 ６，０５０

グランドピアノ B 〃 ３，０２０



グランドピアノ C 〃 １，２１０

パイプオルガン  〃 １，２１０

エレクトーン  〃 １，２１０

浴室  １回 ９６０

コンセント  １口 １２０

大口電源供給口  〃 ３，６３０

仮設ステージ  １台 １２０

記録録音  １回 ２４０

厨房器具 多目的ホール １式 ２，４２０

調理台 調理実習室 １台 １時間につき 

５０

（使用時間に１時

間未満の端数があ

るとき、又はその

使用時間が１時間

未満のときは１時

間とする。） 

電光得点表示装置 体育館 １式 １，２１０

茶道具  〃 １，６５０



茶道具  １点 ５０

（合計金額が１，

６５０円を超えた

ときは、１，６５

０円とする。） 

照明用カラーフィルター  １灯 ３０

備考 

(1) 設備器具（調理台を除く。）の使用料の１単位は、４時間以内とする。

ただし、４時間以内であっても上演回数が１回を超えるときは、その回

数による。 

(2) ピアノの使用料には、調律料は含まない。 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第２条関係） 

（平２０規則６・全改、令７規則３・一部改正） 

様式第２号（第２条関係） 

（平２０規則６・全改、令７規則３・一部改正） 

様式第３号（第３条関係） 

（平２０規則６・全改、令７規則３・一部改正） 

様式第４号（第７条関係） 

（平５規則５１・平１０規則１３・平１２規則８８・令７規則３・一

部改正） 

様式第５号（第９条関係） 

（平５規則５１・平１０規則１３・平１２規則８８・令７規則３・一

部改正） 

様式第６号（第２０条関係） 

（平４規則２・一部改正、平５規則５１・旧様式第１１号繰上、平６

規則７・一部改正、平８規則１７・旧様式第９号繰上、平９規則６８・

一部改正、平２２規則３８・旧様式第７号繰上、平２６規則５・令７

規則３・一部改正） 

様式第７号（第２２条関係） 

（平２２規則３８・追加、令７規則３・一部改正） 

様式第８号（第２２条の３関係） 



（平２２規則３８・全改、令７規則３・一部改正） 

 


